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香川の人口
男性
女性

世帯数

発　行
香川自治会広報部会

11，869人
5，865人
6，004人
4，852戸

2019．4．1現在

令和１年５月１５日

令和１年度
科　　　目

繰 越 金
正 会 員 会 費
特 別 会 員 会 費
交 付 金 ・ 補 助 金
資 源 回 収 協 力 金
寄 付 金 ・ 受 取 利 息
会 館 収 入
行 事 収 入
繰 入 金
雑 収 入
収 入 総 額

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

令和１年度予算額

2,814,355 
12,240,000 

235,200 
3,450,000 
1,400,000 

1,000 
800,000 
200,000 

1,500,000 
100,000 

22,740,555 

平成３０年度決算額

3,784,845
12,202,380

229,600
4,332,225
1,386,589

114
871,010
196,300

0
1,882,610

24,885,673

令和１年度予算額

150,000 
200,000 
50,000 
50,000 
40,000 

924,000 
1,700,000 
2,400,000 

100,000 
200,000 

1,000,000 
2,000,000 
1,500,000 

0 
881,000 
460,000 
500,000 

12,155,000 
340,000 
450,000 
345,000 
370,000 

1,540,000 
328,000 
40,000 

0 
982,000 

1,100,000 
0 

268,000 
50,000 

260,000 
6,073,000 

385,000 
410,000 
170,000 
360,000 
50,000 
60,000 

144,000 
350,000 
400,000 
30,000 
20,000 
60,000 
30,000 
30,000 
30,000 

105,000 
60,000 
36,000 

0 
2,730,000 

20,958,000 
0 

1,782,555 
22,740,555 

平成３０年度決算額

129,535 
2,376 

0 
15,000 
23,000 

888,250 
1,026,472 
2,235,734 

88,683 
101,620 
500,000 

2,000,000 
1,500,000 
4,395,600 

880,110 
432,000 
121,049 

14,339,429
272,351 
377,540 
302,691 
289,870 

0 
294,735 
28,305 

856,679 
981,533 
691,595 
496,824 
160,585 
29,175 

165,156 
4,947,039

385,000 
410,000 
170,000 
100,000 
50,000 
60,000 

124,000 
350,000 
400,000 
30,000 
20,000 
60,000 
30,000 
30,000 
30,000 

104,550 
59,800 
35,500 

336,000 
2,784,850 

22,071,318 
2,814,355 

0 
24,885,673 

平成31年4月1日　香川自治会　会長　熊澤　辰夫

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分

担

金

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
防犯カメラ維持管理費
自治会館修繕積立金
自治会館建設積立金
防犯カメラ等設置積立金
防犯カメラ設置工事費
共 済 火 災 保 険 料
敬 老 祝 い 金
雑 費
小 計
第 一 町 内 会 費
第 二 町 内 会 費
第 三 町 内 会 費
第 四 町 内 会 費
企 画 室
総 務 部 会 費
会 計 部 会 費
ふ れ あ い 部 会 費
広 報 部 会 費
環 境 部 会 費
体 育 部 会 費
防 犯 部 会 費
会 館 管 理 部 会 費
防 災 部 会 費
小 計

日 本 赤 十 字
赤 　 い 　 羽 　 根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会
青少年育成推進協議会
レ デ ィ ー ス 香 川
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団
香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
香川地区社会福祉協議会
に こ に こ サ ー ク ル
ふ れ あ い サ ロ ン
ボランティア香川
防 犯 協 会
湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会
資源回収協力金

 小     　　　計
支 出 合 計
繰 越 金
予 備 費
支 出 総 合 計

香川自治会館修繕積立金
香川自治会館建設積立金
防犯カメラ等設置積立金
香川浜降祭実行委員会積立金

1,185,192
16,021,101

0
2,403,063 

＜預金・積立金残高＞ （単位：円）

平成31年
4月1日現在

令和１年度　香川自治会　一般会計予算
(2019年4月1日～2020年3月31日）

地
引
網
大
会

諏
訪
神
社
例
大
祭

浜
降
祭

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

香
川
安
否
確
認
訓
練

敬
老
の
お
祝
い

香
川
地
区
体
育
大
会

湘
北
地
区
防
災
訓
練

湘
北
地
区
市
民
集
会

香
川
公
民
館
ま
つ
り

香
川
自
治
会
秋
ま
つ
り

賀
詞
交
歓
会

香
川
自
治
会

主
要
行
事
予
定

５
月
６
日

６
月
１
・
２
日

７
月
15
日

７
月

９
月
１
日

９
月
16
日

10
月
６
日

10
月

10
月

10
月
26
・
27
日

11
月

１
月
11
日

令
和

年
２

令
和

年
１

詳
細
な
内
容
は
、
決
ま
り

次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
代
会
開
催

平
成
30
年
度
事
業
・
決
算
報
告

令
和
１
年
度
事
業
・
予
算
計
画

　

４
月
13
日
の
午
前
・
午
後
、
定
期
総

代
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
の
総
代
会
で
は
、
議
長
に
第
一

町
内
会
の
菅
沢
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

同
町
内
会
の
高
橋
氏
、
荻
沼
氏
が
選
出

さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、
決
算

報
告
及
び
会
則
の
改
定
（
部
会
の
改
定
）

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
総
務
部
会
長
、
会
計
部
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
、
防

犯
カ
メ
ラ
に
関
す
る
予
算
実
績
差
異
、

会
則
改
定
（
新
「
企
画
室
」
設
置
）
に

関
し
て
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
１
年
度
か
ら
は
新
し
い
試
み
と

し
て
新
企
画
室
の
も
と
、
地
引
網
大
会
、

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
等
を
自
治
会
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

午
後
の
総
代
会
で
は
、
議
長
に
第
二

町
内
会
の
山
崎
氏
、
議
事
録
署
名
人
に

は
、
同
町
内
会
の
白
石
氏
、
渡
邊
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
１
年
度
の
代
議
員
が
承
認
さ
れ

た
後
、
令
和
１
年
度
事
業
計
画
、
事
業

費
予
算
及
び
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
・
運
用

・
管
理
要
領
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
総
務
部
会
長
、
会
計

部
会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
、

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
用
の
予
算
に
関
し

て
の
質
疑
を
経
て
、
い
ず
れ
も
可
決
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
は
、
決
定
さ
れ
た
事
業

計
画
並
び
に
予
算
に
基
づ
い
て
、
明
る

く
安
全
・
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
住

み
よ
い
香
川
を
目
指
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長　

安
江
）

　

２
年
目
の
自
治
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
元
年
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に
、
明
る
く
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
目
指
し
、
地
域
に
密

着
し
た
「
香
川
自
治
会
」
へ
と
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
は
四
町
内
会
と
各
部
会
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
昨
年
同
様
に
代
表
副
会
長
は
空
席
、
総
務
・
会

計
の
両
部
会
を
四
町
内
会
長
が
兼
務
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
「
企
画
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。
ふ
れ
あ

い
・
体
育
の
２
部
会
の
業
務
を
継
承
し
つ
ゝ
新
た
な
も

の
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
役
員
会
と
部
会
の
中
間
に

位
置
づ
け
、
自
治
会
四
役
と
共
に
可
能
性
を
求
め
思
考

で
き
る
場
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
出
来
れ
ば
と
の
考
え
で
す
。

香川自治会長

熊澤　辰夫

１
・
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
香
川
駅
前
整
備
と
聖
天
橋
（
市
道
７

１
１
６
線
）
に
つ
き
ま
し
て
は
、
道
路

幅
を
7.5
ｍ
拡
幅
整
備
地
と
接
す
る
道
路

の
隅
切
り
な
ど
予
算
の
前
倒
し
を
求
め

市
と
の
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
香
川
小
学
校
通
り
（
香
川
甘
沼
線
）

は
地
域
の
最
優
先
課
題
と
し
て
注
力
し

ま
す
。
一
昨
年
は
用
地
買
収
が
進
み
ま

し
た
が
昨
年
は
皆
無
で
し
た
。

　

し
か
し
香
川
小
学
校
正
門
北
側
の
変

則
五
叉
路
が
整
備
さ
れ
、
交
差
点
は
直

角
に
接
し
、
か
つ
周
辺
の
緑
地
も
十
分

に
確
保
で
き
、
安
全
と
ゆ
と
り
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　

現
在
計
画
中
の
280
ｍ
に
加
え
、
未
計

画
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
ま
で
の
120
ｍ
に
つ
い
て

も
早
期
の
事
業
化
と
下
水
道
整
備
を
併

せ
て
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
香
川
駅
前
交
番
の
設
置
を
‼　

　

自
治
会
で
25
年
余
り
前
よ
り
諸
先
輩

が
機
会
あ
る
毎
に
要
望
し
て
き
ま
し
た

が
、
市
内
で
の
設
置
増
加
は
認
め
ら
れ

ず
、
当
地
域
で
は
近
隣
に
鶴
が
台
交
番
、

西
久
保
駐
在
所
が
あ
る
と
、
距
離
間
の

理
由
を
繰
り
返
す
の
み
の
回
答
で
取
り

上
げ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
般
、
茅
ヶ
崎
警
察
署
が
７
月
に
北

側
に
移
転
す
る
の
を
機
に
改
め
て
設
置

の
要
請
を
行
い
、
強
く
申
し
入
れ
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
・
防
犯
・
防
災
の
取
組
に
つ
い
て

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
２
年
間
で
477
万
円
の

補
助
金
を
得
て
、
23
台
の
設
置
が
で
き

安
全
度
を
高
め
て
い
ま
す
。
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
は
２
年
間
で
230
世
帯
に
設
置
が

済
み
、
今
年
度
は
400
世
帯
を
計
画
し
、

地
域
内
を
ク
ラ
ス
タ
ー
災
害
か
ら
守
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

３
・
ご
み
問
題
に
つ
い
て

　

ご
み
の
減
量
化
・
置
き
場
の
整
備
を

環
境
部
会
が
主
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
防
鳥
ネ
ッ
ト
・
ご
み

ボ
ッ
ク
ス
を
予
算
も
増
加
し
て
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

４
・
会
員
拡
大
の
推
進
に
つ
い
て

　

自
治
会
の
加
入
率
は
72
％
を
下
回
り

市
内
の
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
増
強
に
も

併
せ
拡
大
に
向
け
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
是
非
と
も
一
声
か
け
て
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
皆
様
と
共
に
楽
し
い
「
香

川
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
り
た

く
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

令和１年５月１５日

第
一
町
内
会

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

■ 

令
和
１
年
度 

■

　
香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

第一町内会第二町内会

第四町内会 第三町内会

天
利　

和
彦　
　

Ａ　

13-

１
組

並
本　

照
夫　
　

Ｂ　
　
　

10
組

伊
藤　

友
桂
里　

Ｃ　
　
　

31
組

鈴
本　

弘
之　
　

Ｄ　

２-

１
組

佐
橋　

寿
典　
　

Ｅ　

２-

７
組

山
本　

広
光　
　

Ｆ　

24-

２
組

松
田　

明　
　
　

Ａ　

６-

３
組

江
綺　

一
旗　
　

Ａ　
　
　

９
組

松
田　

敏
丸　
　

Ａ　

12-

２
組

重
久　

篤
雄　
　

Ｂ　
　
　

27
組

一
之
瀬　

卓
也　

Ｃ　

31-

１
組

福
川　

文
男　
　

Ｃ　

34-

５
組

今
岡　

香
織　
　

Ｃ　

36-

３
組

荒
井　

悠
子　
　

Ｃ　

36-

４
組

田
中　

恵
美　
　

Ｄ　

40-

２
組

真
下　

真
弓　
　

Ｄ　

51-

１
組

五
十
嵐　

浩
幸　

Ｄ　
　
　

55
組

木
村　

和
彦　
　

Ｂ　

１-

２
組

熊
澤　

啓
三　
　

Ｂ　

２-

３
組

重
原　

邦
夫　
　

Ｃ　
　
　

23
組

和
田　

道
也　
　

Ｄ　
　
　

28
組

米
山　

修
平　
　

Ｆ　

20-

２
組

岡
野　

大
作　
　

Ｆ　

19-

２
組

島
村　

剛　
　
　

Ｇ　

６-

４
組

今
井　

豊　
　
　

Ｇ　

35-

２
組

安
田　

勇　
　
　

Ａ　

６-

１
組

山
田　

浩　
　
　

Ａ　

９-

１
組

鈴
本　

弘　
　
　

Ｂ　

18-

２
組

五
十
嵐　

幸
雄　

Ｂ　

22-

１
組

福
島　

洋
子　
　

Ｃ　
　
　

25
組

才
田　

和
彦　
　

Ｃ　

26-

１
組

湯
原　

一
成　
　

Ｄ　

38-

８
組

井
上　

明　
　
　

Ｄ　
　
　

46
組

　

新
年
度
が
始
ま
り
、
町
内
役
員
の
一

部
が
変
更
と
な
り
、
新
た
な
組
長
・
代

議
員
の
皆
様
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
令
和
元
年
と
改
ま
り
、
気

持
ち
も
新
た
に
、
自
治
会
員
の
皆
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
香
川
の

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。
本
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

事
業
活
動
と
し
て
は
、
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
、
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
諏
訪
神

社
例
大
祭
、
浜
降
祭
、
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
、
防
災
訓
練
（
安
否
確
認
訓
練
）、
体

育
大
会
等
の
実
施
に
参
加
協
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
仲
通
り
子
ど
も
会
と
協
働

し
て
香
川
駅
前
花
壇
の
整
備
を
行
い
、

香
川
の
玄
関
と
し
て
、
皆
様
方
に
愛
さ

れ
る
香
川
駅
周
辺
の
美
化
を
進
め
、
環

境
の
更
な
る
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

最
近
は
、
町
内
役
員
へ
の
成
り
手
の

減
少
に
よ
り
、
役
員
が
重
複
兼
務
を
し

て
い
る
状
態
で
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
協

力
員
）
と
し
て
各
事
業
へ
会
員
の
皆
様

方
の
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
内
役
員
会
で
は
、
防
犯
・
防
災
対

策
、
ご
み
対
策
な
ど
、
地
域
に
密
着
し

た
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
、
会

員
の
皆

様
方
の

情
報
提

供
・
ご

意
見
な

ど
を
お

寄
せ
く

だ
さ
い
。

（
亀
井
）

　

桜
の
花
も
終
わ
り
、
新
緑
の
季
節
と

な
り
、
折
り
返
し
の
２
０
１
９
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。
昨
年
同
様
、
自
治
会
の

基
本
方
針
で
あ
る
「
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
、
組
長
さ
ん
、
役
員
の
皆
さ
ん
、

今
年
度
の
自
治
会
、
第
四
町
内
会
の
活

動
に
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
４
月
７
日
県
知
事
、
４
月
21

日
に
市
会
議
員
の
選
挙
が
あ
り
、
年

度
当
初
の
行
事
消
化
が
大
変
で
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
が
10
連
休
に
な

り
、
自
治
会
費
の
集
金
も
１
ヶ
月
ほ
ど

伸
ば
し
て
、
組
長
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
大
地
震
に

対
し
、
今
年
度
も
補
助
金
を
利
用
し
て

感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
購
入
募
集
を
行
い

ま
す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
火
災
か
ら
人
的
、

物
的
財
産
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
設
置
さ

れ
ま
す
よ
う
知
人
、
友
人
に
も
声
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

上
期
の
主
な
事
業
予
定

５
月　

恒
例
の
「
地
引
網
大
会
」

　
　
　

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

６
月　

香
川
諏
訪
神
社　

例
大
祭

　
　
　

移
動
式
ホ
ー
ス
格
納
箱
消
火
訓
練

７
月　

浜
降
祭

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

　
　
　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

８
月　

安
否
確
認
訓
練
組
長
会
説
明
会

　
　
　

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

臨
時
町
内
役
員
会

　
　
　

（
体
育
大
会
選
手
選
考
）

　

今
年
度
は
町
内
の
子
供
会
と
親
睦
を

図
り
た
く
ペ
タ
ン
ク
競
技
、
美
化
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
役
員
さ

ん
の
参
加
お
願
い
し
ま
す
。
（
熊
澤
）

　

４
月
か
ら
新
年
度
。
香
川
小
学
校
で

は
８
日
に
入
学
式
が
行
わ
れ
新
学
期
が

始
ま
り
ま
し
た
が
、
町
内
会
で
も
役
員

の
一
部
が
交
代
し
て
新
し
く
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

第
一
町
内
会
は
、
新
し
い
代
議
員
６

名
を
合
わ
せ
た
28
名
の
役
員
と
新
し
い

組
長
さ
ん
58
名
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
役

員
、
組
長
と
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
、
マ
ム
湘
南
み
ず
き
店
か

ら
浄
見
寺
に
向
か
う
途
中
の
お
花
畑
で

町
内
会
有
志
に
よ
り
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

観
賞
し
ま
し
た
。
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
黄
色

が
映
え
る
レ
ン
ギ
ョ
ウ
と
菜
の
花
、
そ

し
て
紫
色
し
た
可
愛
い
ム
ス
カ
リ
や
ビ

オ
ラ
等
、
こ
れ
ら
の
花
々
の
色
彩
の
見

事
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
心
酔
、
十
分
堪
能

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
花
畑
は
第
一
町
内
会
に
お
住
ま

い
の
臼
井
夫
妻
が
心
を
込
め
て
育
て
ら

れ
た
も
の
で
す
。
い
つ
も
見
事
な
お
花

を
観
賞

さ
せ
て

い
た
だ

き
有
り

難
う
ご

ざ
い
ま

す
。　

（
安
江
）

　

新
緑
の
美
し
い
季
節
と
な
り
令
和
１

年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
、
任
期
２
年
目
の
役
員

さ
ん
、
新
組
長
さ
ん
、
新
た
に
選
出
さ

れ
た
代
議
員
さ
ん
、
今
年
度
の
第
二
町

内
会
の
活
動
に
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

香
川
自
治
会
基
本
方
針
に
あ
り
ま
す

「
明
る
く
安
全
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
で
は
原
則
毎
月
第
３
土

曜
日
に
組
長
さ
ん
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
拠
点

は
第
一
公
園
が
集
合
場
所
で
、
今
年
度

は
５
月
か
ら
は
５
時
半
、
10
月
か
ら
は

４
時
半
で
す
。

　

第
二
町
内
会
で
は
防
災
部
会
員
・
防

災
リ
ー
ダ
ー
・
民
生
委
員
さ
ん
の
協
力

を
い
た
だ
き
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
高
齢
者
や
独

り
住
ま
い
の
方
達
と
の
連
絡
を
密
に
し

て
災
害
時
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

第
二
町
内
会
で
は
香
川
保
育
園
様
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
夜
間
閉
園
時
に
被

災
負
傷
者
の
一
時
的
医
療
救
護
施
設
と

し
て
使
用
の
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
度
初
め
は
行
事
が
多
く
、
会
員
皆

様
の
ご
参
加
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

５
月
６
日　

地
引
網
大
会

５
月
18
日　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

６
月
１
・
２
日　

　
　
　
　
　

香
川
諏
訪
神
社　

例
大
祭

町
内
役
員
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

　

広
報
部
会　

原　

克
幸
さ
ん

　

企
画
室　

近
藤　

和
次
さ
ん

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
長
嶋
）

●
３
月
定
例
役
員
会
（
３
月
２
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
香
川
自
治
会　

年
間
計
画　

（
改
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
総
務
部
会
）

②
節
分
祭
の
報
告　

  　
（
総
務
部
会
）

③
現
時
点
の
予
算
執
行
状
況
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
会
計
部
会
）

④
各
町
内
会
・
部
会
へ
の
お
願
い

・
３
月
21
日
（
木
）
10
時
～

　

場
所　

第
２
会
議
室

　

今
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
お

よ
び
来
年
度
事
業
計
画
、
予
算
の
提
出

・
３
月
23
日
（
土
）
10
時
～

　

場
所　

第
２
会
議
室

　

各
部
会
の
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

　

10
時
00
分
～ 

広
報
部
会 

　

10
時
15
分
～ 

環
境
部
会 

　

10
時
30
分
～ 

防
犯
部
会 

　

10
時
45
分
～ 

会
館
管
理
部
会　

　

11
時
00
分
～ 

防
災
部
会

　

11
時
15
分
～ 

総
務
部
会

　

11
時
30
分
～ 

会
計
部
会

　

11
時
45
分
～ 

町
内
会

　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
・
会
計
部
会
）

⑤
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
配
布
・
設
置
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
防
犯
部
会
）

⑥
地
引
網
大
会
に
つ
い
て　
（
体
育
部
会
）

⑦
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て　
（
自
治
会
長
）

●
４
月
定
例
役
員
会
（
４
月
６
日
）

報
告
・
連
絡
事
項

①
香
川
自
治
会　

年
間
計
画　

（
改
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
総
務
部
会
）

②
平
成
30
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

  　
（
総
務
部
会
）

③
令
和
１
年
度
の
事
業
計
画
、
予
算

　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
・
会
計
部
会
）

⑥
地
引
網
大
会
に
つ
い
て　
（
体
育
部
会
）

⑦
そ
の
他

　

当
日
の
定
例
役
員
会
は
、
翌
日
が
都

道
府
県
単
位
で
行
わ
れ
る
知
事
選
・
議

員
選
挙
の
た
め
、
第
一
会
議
室
が
準
備

の
た
め
使
用
で
き
ず
、
多
目
的
室
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
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　令和１年５月１５日

最
近
の

自
治
会
活
動
か
ら

N
EW

S

監
事

総
代
会

総
　務

会
　計

ふ
れ
あ
い

広
　報

美
　化

環
　境

体
　育

防
　犯

防
　災

会
館
管
理

部
　　会

委
員
会

新
設

廃止

組
　
長

組
長
会

代
議
員

町
内
会
員

町
内
会
長

 （
自
治
会

   

副
会
長
）

自
治
会
長

役
員
会

代
表
副
会
長

副
会
長（
４
）

顧
問

正
副
企
画
室
長

正
副
部
会
長

町
内
総
務

町
内
副
会
長

理
　
　
事

企
画
室

香川自治会新組織イメージ図

　

平
成
30
年
度
の
茅
ヶ
崎
市
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会
が
１
月
25
日
か
ら
２

月
２
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
94
名
で
香
川
自
治
会
か
ら

は
２
名
参
加
し
ま
し
た
。

●
研
修
内
容

①
生
活
す
る
た
め
の
訓
練

・
避
難
所
運
営
訓
練

②
災
害
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
訓
練
（
座
学
）

  

香
川
自
治
会
で
は
地
域
の
親
睦
を
目

的
と
し
て
、
自
治
会
内
に
設
置
し
た
部

会
が
中
心
と
な
り
、
「
地
引
網
」
「
香
川

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
及
び
「
香
川
自
治

会
秋
ま
つ
り
」
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
自
治
会
運
営
の
在
り
方
を
見
直

し
、
本
年
度
か
ら
は
自
治
会
が
主
体
的

に
行
事
を
実
施
す
る
た
め
の
組
織
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

  

従
来
の
体
育
部
会
、
ふ
れ
あ
い
部
会

は
統
合
し
、
親
睦
を
目
的
と
し
た
行
事

を
企
画
す
る
部
門
と
し
て
企
画
室
を
新

設
、
行
事
運
営
は
自
治
会
の
全
役
員
・

会
員
が
一
丸
と
な
っ
て
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
は
地
引
網
（
５
月
６
日
に
実

施
済
）
と
香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
、
自
治
会

主
催
行
事
へ
の
御
意
見
・
御
要
望
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
各
組
長
又
は
直
接
自

治
会
役
員
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
元
年
よ
り
香
川
自
治
会
は
、
新

組
織
体
制
で
自
治
会
運
営
を
進
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

背
景
に
は
、
高
齢
化
に
伴
う
役
員
の

な
り
手
不
足
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問
題

は
、
平
成
27
年
９
月
の
体
育
部
会
と
ふ

れ
あ
い
部
会
の
役
割
に
つ
い
て
の
調
整

会
議
の
開
催
や
、
ま
た
平
成
28
年
度
に

は
美
化
部
会
が
休
部
に
な
る
な
ど
、
表

面
化
し
つ
ゝ
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
手
段
の
一
つ

と
し
て
、
機
能
が
重
複
す
る
部
会
の
整

理
統
合
を
進
め
た
結
果
、
休
部
と
な
っ

て
い
た
美
化
部
会
の
廃
止
、
お
よ
び
体

育
部
会
と
ふ
れ
あ
い
部
会
を
統
合
し
、

企
画
室
と
し
て
新
た
に
発
足
す
る
な
ど

対
応
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

自
治
会
部
会
員
の
新
任
・
退
任

・
広
報
部
会
員

　

新
任

　

第
一
町
内
会　

渡
辺
寿
光　

13
・
１
組

　

第
二
町
内
会　

原　

克
幸　
　
　

14
組

　

退
任

　

第
二
町
内
会　

廣
里
昌
子　

１
・
４
組

・
体
育
部
会
員
＆
ふ
れ
あ
い
部
会
員

　

廃
部
に
よ
り
全
員
退
任
し
、
新
た
に

企
画
室
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

退
任
さ
れ
た
部
会
員
の
方
々
は
お
疲

れ
様
で
し
た
。
又
新
任
の
方
々
に
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
会
に
つ
い
て

　

子
ど
も
会
へ
の
入
会
者
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
北
子
ど
も
会
と
東
子
ど
も
会

が
統
合
さ
れ
、
４
団
体
あ
っ
た
子
ど
も

会
が
３
団
体
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
の

子
ど
も
会
は
次
の
通
り
で
す
。

　

仲
通
り
子
ど
も
会

　

東
子
ど
も
会

　

間
門
西
子
ど
も
会

民
生
委
員
に
つ
い
て

　

今
年
の
12
月
に
、
民
生
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
選
任
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
自
治
会
・
各
町
内
会
と
も
人
選
が

難
航
の
模
様
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

自
薦
、
他
薦
を
問
わ
ず
、
所
属
の
町
内

会
長
が
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ク
リ
ー
ン
茅
ヶ
崎

　

快
適
な
環
境
づ
く
り
と
、
美
化
運
動

の
啓
発
を
目
的
と
し
た
海
岸
清
掃
が
行

わ
れ
ま
す
。
香
川
自
治
会
と
し
て
は
環

境
部
会
が
参
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
８
時
30
分

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場
合
は
６
月
９

日
（
日
）
に
延
期

新
組
織
・
企
画
室
長
挨
拶

宮
下
　雅
一

（
旧
ふ
れ
あ
い
部
会
長
）

新
組
織
・
始
動

香
川
自
治
会

③
生
き
残
る
た
め
の
実
技
訓
練

・
移
動
式
ホ
ー
ス
格
納
箱
取
扱
い
訓
練

・
応
急
手
当
・
搬
送
訓
練

・
車
い
す
取
扱
訓
練

・
倒
壊
建
物
か
ら
の
「
救
助
・
救
出
訓
練
」

④
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

・
意
見
交
換

　

実
技
訓
練
は
、
時
間
不
足
の
感
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
内

容
の
濃
い
研
修
で
し
た
。

　

研
修
修
了
後
、
防
災

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
動

の
際
に
着
用
す
る
、
ベ

ス
ト
・
ジ
ャ
ン
パ
ー
・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
貸
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
防
災
活

動
は
、
女
性
の
視
点
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
是

非
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
一
員
と
し

て
、
当
研
修
を
受
講
さ
れ
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

●
防
災
リ
ー
ダ
と
は

　

平
成
11
年
度
か
ら
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
研
修
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に

約
２
千
３
百
人
の
方
々
が
研
修
を
受
講

し
、
防
災
リ
ー
ダ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
共
助
」
の
取
組
に
お
け
る
「
平
常
時
」

お
よ
び
「
災
害
時
」
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
役
割
を
学
ぶ
こ
と
で
、
今
後
の
地
域

内
で
の
連
携
強
化
に
つ
な
げ
る
事
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
実
施
日
は
令
和
１
年
６
月

29
日
（
土
曜
日
）
・
７
月
７
日
（
日
曜

日
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
注
）
２
日
間
の
受
講
が
必
須
で
す
。

第
一
町
内
会

　木
本

　実

防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
報
告

「自
ら
の
身
は
自
ら
守
る
」

「自
分
た
ち
の
地
域
は

　
　
　  

自
分
た
ち
で
守
る
」

カ
ラ
ス
対
策
に
朗
報

環
境
部
会

　

現
在
、
環
境
部
会
で
は
ネ
ッ
ト
ボ
ッ

ク
ス
の
購
入
及
び
購
入
代
金
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
場
合

は
、
歩
行
者
や
自
転
車
等
の
通
行
の
妨

げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
収
集
が
終
わ

っ
た
ら
速
や
か
に
ネ
ッ
ト
ボ
ッ
ク
ス
を

折
り
た
た
む
か
、
別
の
場
所
に
保
管
す

る
等
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

す
で
に
設
置
し
て
い
る
第
一
町
内
会

の
Ｙ
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
カ
ラ
ス
被
害

で
周
辺
が
汚
れ
て
、
近
隣
の
人
た
ち
が

困
っ
て
い
ま
し
た
が
、
設
置
後
は
安
心

し
て
生
活
で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

詳
し
い
事
は
各
町
内
会
の
環
境
部
会

員
に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

自
治
会
内
で
の
ご
み
に
関
す
る
問
題

は
、
利
用
者
の
方
々
と
一
緒
に
解
決
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。中   　750（A）   1,880　　500

大　   900（B）　　　     　800 

高さ 幅（C）奥行（D）サイズ
単位：mmAB C

D

企画室長

宮下　雅一
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山
崎
　
喜
代
治

被
災
地
の
復
興
遅
々
と
春
の
泥

　
　
　

　

三
月
十
一
日
の
被
災
地
を
思
っ
て
の

作
。
都
会
で
は
あ
ま
り
目
に
し
な
く
な

っ
た
春
泥
で
あ
る
が
、
雪
解
け
な
ど
で

ふ
え
た
泥
は
人
々
を
悩
ま
せ
る
。
一
方

春
は
遅ち

ち々

と
で
は
あ
る
が
近
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

思
ひ
出
も
一
緒
に
畳
む
花
衣

　

花
見
に
着
て
ゆ
く
衣
装
で
昔
は
和
装

が
普
通
に
着
ら
れ
た
。
花
見
に
用
意
し

た
着
物
は
女
性
に
と
っ
て
特
に
思
い
出

も
沢
山
あ
る
と
思
う
。
今
そ
れ
を
畳
み

な
が
ら
、
往
時
を
偲
ん
で
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
沢
　
一
枝

老
木
の
幹
の
鼓
動
や
初
桜

　

桜
の
大
木
。
老
桜
で
し
ょ
う
か
、
そ

の
初
花
を
見
て
幹
に
手
を
当
て
て
み
る

と
老
木
の
が
さ
が
さ
な
幹
の
皮
の
奥
か

ら
、
命
の
音
が
響
い
て
く
る
。

　

生
命
力
あ
ふ
れ
た
花
の
一
句
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

西
行
の
辿
り
し
山
の
桜
か
な

　

西
行
と
言
え
ば
桜
、
さ
く
ら
と
言
え

ば
吉
野
山
を
想
う
。
今
も
古
跡
と
し
て

大
磯
の
鴫し

ぎ

立た
つ

庵あ
ん

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
桜
は
、
吉
野
山
の
桜
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

校
庭
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺

　
美
津
江

山
裾
に
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村

　
ゑ
こ

手
の
平
に
鉄
棒
の
錆
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
田

　
美
夫

あ
は
あ
は
と
浮
か
ぶ
昼
月
梅
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
崎
　
琴

客
去
り
て
門
に
た
た
ず
む
二
月
尽じ

ん

　
選
者
吟
　

百
花
ほ
こ
ろ
び
大
磯
は
西
行
忌

連
絡
先
　
硲
　
百
合
子
☎

(51)
７
３
９
６

令和１年５月１５日

訃
報(

平
成
31
年
4
月
16
日
現
在
）

　

現
在
あ
る
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
を
、

交
付
金
を
活
用
し
歴
史
文
化
交
流
館
と

し
て
、
堤
地
区
に
移
転
整
備
、
令
和
４

年
度
に
開
館
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
46
（1971

）
年
、
高
度
経
済
成

長
期
の
ま
っ
只
中
、
都
市
化
す
る
中
で

茅
ヶ
崎
の
く
ら
し
の
記
憶
を
伝
え
る
モ

ノ
や
、
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
収
集

し
保
存
す
る
た
め
、
博
物
館
と
し
て
文

化
資
料
館
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
収
集

さ
れ
た
資
料
は
６
万
点
を
超
え
、
市
民

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
く
ら
し
の
資
料
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
採
取
し
た
自

浄見寺

民俗資料館
（旧三橋家）

民俗資料館
（旧和田家）

大岡越前通り

卍

●６月１日（土）
　午後５時～　　宵宮祭式典
　午後６時半～　演芸の奉納
●６月２日（日）
　午前８時～　神輿巡行
　午後６時～　９時まで大祭演芸

●７月１５日（月）
　場　　所　　茅ヶ崎西浜海岸
　午前７時～　浜降祭合同祭開会
　午前８時～　帰途へ

諏
訪
神
社
例
大
祭

浜
降
祭

お 知 ら せ

　

お
た
の
し
み
会
は
，
平
成
６
年
に
開

所
し
て
、
今
年
で
26
年
に
成
り
ま
す
。

こ
の
、
歴
史
あ
る
福
祉
活
動
を
香
川
の

地
で
行
え
ま
す
の
は
、
先
輩
諸
氏
の
意

義
あ
る
志
を
、
今
日
ま
で
民
生
委
員
、

香
川
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

で
受
け
継
ぎ
、
運
営
を
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

こ
の
会
は
、
香
川
地
域
に
「
在
住
の

70
歳
以
上
で
一
人
住
ま
い
の
方
」、
「
日

中
１
人
に
な
る
方
」
を
対
象
に
、
民
生

委
員
が
声
掛
け
を
し
て
、
地
域
の
交
流

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
保
健
師
さ
ん
に
よ
る

血
圧
測
定
、
健
康
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、

脳
の
活
性
化
を
考
慮
し
た
手
芸(

リ
サ

イ
ク
ル
材
料
品
を
利
用)

を
行
い
、
催

し
物
は
、
香
川
小
学
校
生
徒
の
演
劇
・

北
陽
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
の
鑑

賞
、
そ
し
て
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
会

話
を
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
頂

然
資
料
、
ま
た
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
等

で
発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料
、
そ
の
他
、

書
籍
や
写
真
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
会
、
学
校
教
育

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
主
と
し
て
学
芸
員
が
収
蔵

す
る
実
物
資
料
を
活
用
し
て
、
来
館
者

に
教
育
普
及
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆ 感震ブレーカー ◆

設置補助のご案内
　今年も、大地震の際に通電火災
を防いでくれる「感震ブレーカー
設置費補助金」が市から支給され
ます。
　装置の紹介と申込みの受付を「６
月初めの回覧」で行いますので、
そちらでお申込みください。
　隣接するお宅といっしょに設置
しないと効果は半減しますので、
ご近所にもお勧めください。
（非自治会員の方も補助は受けられ
ます）

　  会　  場

香川小体育館

香川小校庭

香川小体育館

香川小校庭

香川小体育館

香川小体育館

　   実施日

  6月 23日(日）

  7月   7日(日）

  7月 21日(日）

10月   6日(日）

11月 10日(日）

  2月   2日(日）

　　  種　   目

ファミリーバドミントン大会

ランニング大会

ニュースポーツ
教室
第5１回体育大会
（雨天時　10/13）
ペタンク大会
（雨天中止）

ソフトバレーボール大会

令
和

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
の
訃
報
で
、
関
口
紘
一
様
の
お

名
前
は
、
紘
二
様
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

鈴
木　

新
次
様　
　

76
歳　

３
月
24
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

21
・
１
組

小
松　
　

清
様　
　

69
歳　

３
月
３
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

12
組

臼
井　

盛　
　

    

92
歳　

４
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

19
・
２
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市
歴
史
文
化
交
流
館
」

令
和
４
年
、
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
！

香
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

い
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
偶
数
月
の
第
３
月
曜
日
、

香
川
自
治
会
館

、
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
，

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
民
生
委
員
・
香
川
自

治
会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
22
名

で
運
営
し
て
、
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
の
場

作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

お
た
の
し
み
会
代
表　

新
倉
篤
子

　
　
　
　
　
　

電
話　

51-

８
２
６
６

　


